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所内トピック�

　平成14年12月５日（木）～６日（金）、畜産草地研究
所大会議室にて、約150名が参加して開催されまし
た。�
　まず、食品の安全性確保のための諸施策とそれら
を支える研究成果及び地域での取り組み事例とし
て、「食品の安全性確保　国際的な動向」（食品総合研
究所　永田忠博流通安全部長）、「畜産物の生産段階
における衛生管理と食の安全性確保」（大阪府立大学
植村　興教授）、「トレーサビリティシステム導入の
背景と課題」（農林水産消費技術センター　湯川剛一
郎企画調整部長）、「牛のトレーサビリティシステム」
（家畜改良センター　鈴木一男技術専門役）、「牛肉の
品種判別技術の開発　─比較遺伝構造分析からのア
プローチ」（神戸大学農学部　万年英之助手）、「おい

しい国産肉開発のための研究開発　─ゲノム研究か
らのアプローチ─」（品質開発部食肉特性研　千国幸
一室長、品質評価研　佐々木啓介研究員から「畜産
物の品質評価法」に関するコメント）、「『新産直鳥
取牛（若齢牛）』について」（京都生協　福永晋介マネ
ージャー）が話題提供されました。�
　これらの報告のまとめとして、落合飼料資源研究
官から「自給飼料資源を活用した畜産物の生産と今
後の研究方向」が提案され、農水プロジェクトの概
要について小川家畜生産管理部長から現状が追加報
告されました。会場からも終始活発な発言があり、
ここで提起された問題点は今後の新たな試験研究に
活かされて行くことになります。�

（家畜生理栄養部　松本光人）�

「『ブランド・ニッポン』畜産物の技術開発戦略�
　　　─安全・安心な畜産物の生産から消費までを考える」報告�

所の動き（平成１４年１２月～平成１５年２月）�
　会議�
12／３～４　問題別研究会「有機畜産をめぐる技術

的課題」�
12／５～６　問題別研究会「『ブランド・ニッポン』

畜産物の技術開発戦略─安全・安心な
畜産物の生産物の生産から消費までを
考える」�

12／16　　　家畜飼養標準等検討委員会第１回豚部会�
１／28～29　平成14年度畜産草地研究所全所検討会�
２／13　　　平成14年度ゲノム関係「形態・生理の

改変による新農林水産物の創出に関す
る総合研究」畜産チーム部会�

２／４～５　「体細胞クローン動物における個体発
生機構に関する研究」平成14年度研究
推進会議�

２／19　　　家畜飼養標準等検討委員会第３回家禽
部会�

２／20～21　平成14年度畜産草地試験研究推進会議�
２／24　　　平成14年度農林水産省委託プロジェク

ト研究「農林水産バイオリサイクル研
究（畜産チーム）」推進会議�

　セミナー�
10／２　・Miscanthus in the United States�
　　　　　　……………………Dr. Mary H. Meyer�

（Univ. Minnesota USA）�
10／30　・牛胚移植普及の非経済的要因の検討─胚

移植取り組み農家に対するアンケートか
ら─……………………………宮路　広武�

（草地生態部）�
　　　　・わが国農耕地における窒素負荷の都道府

県別評価と改善シナリオ……寶示戸雅之�
（草地生態部）�

11／１　・草地の利用形態の違いが鳥類に与える影
響について……………………時　　　坤�

（飼料生産管理部）�
　　　　・アルファルファタコゾウムシについて�
　　　　　　………………………………神田　健一�

（飼料生産管理部）�
11／21　・サトウキビにおける窒素固定…安藤象太朗�

（草地生態部）�
12／２　・「部分ペプチドの経口投与による免疫応答

の制御」………………………水町　功子�
（品質開発部）�

12／６　・細断型ロールベールの貯蔵と利用�
　　　　　　………………………………松井　守展�

（家畜生産管理部）�

12／６　・ウシ脂肪交雑について………河上　眞一�
（家畜生産管理部）�

12／10　・菌根菌は本当に働いているの？─菌根菌
とポリリン菌のおいしい関係�

　　　　　　………………………………大友　　量�
（草地生態部）�

　　　　・第５回シルボパストラルシステムに関す
る国際ワークショップに参加して�

　　　　　　………………………………北原　徳久�
（草地生態部）�

12／18　・搾乳放牧の問題点と研究課題�
　　　　　　………………………………大槻　和夫�

（放牧管理部）�
12／25　・「ラクトフェリンのコラーゲンゲル収縮活

性における低密度リポ蛋白質受容体関連
タンパク質（LRP）の役割」…高山　喜晴�

（品質開発部）�
　　　　・「異常乳の正体にせまる」……橘内　克弘�

（品質開発部）�
12／26　・生体の抗酸化能の測定法……小林　亮英�

（家畜生理栄養部）�
　　　　・食品残さあれこれ……………永西　　修�

（家畜生理栄養部）�


